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十
五
年
戦
争
時
期
(
-
九
三
一
ー
一
九
四
五
年
）
に
お
け
る
日
本
政
治
は
、
対
外
的
軍
事
侵
略
と
軍
部
に
よ
る
政
治
介
入
の
深
化
に
よ
っ

(
1
)
 

て
特
質
づ
け
ら
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
時
期
は
、
東
北
11
満
洲
地
方
の
喪
失
に
よ
り
「
抗
日
」
と
い
う
政
治
課
題
が
中
国
政
治
の
質
を
規

(
2
)
 

定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
中
国
政
治
に
お
け
る
抗
日
時
期
と
規
定
し
う
る
。

本
稿
は
、
一
九
三

0
年
代
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
連
動
を
素
材
と
し
て
、
十
五
年
戦
争
時
期
に
お
け
る
日
中
関
係
を
考
察
す
る
。
そ
の
際
、

①
日
本
と
中
国
の
政
治
構
造
・
制
度
的
特
色
を
ふ
ま
え
て
日
中
関
係
の
相
互
規
定
性
を
検
討
す
る
こ
と
、
②
こ
の
時
期
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
運
動
の
性
格
を
近
代
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
変
容
お
よ
び
抗
日
時
期
の
中
国
政
治
の
特
質
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
る
こ
と
、
③
日
中
関
係
の

相
互
規
定
性
を
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
世
界
政
治
の
構
造
転
換
と
の
関
連
で
論
及
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

は
じ
め
に

第
六
章

一
九
三

0
年
代
に
お
け
る

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
と
日
中
関
係

田

中

仁

138 



第六章 一九三0年代における内モンゴル自治運動と日中関係

近
代
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
変
容
と
内
モ
ン
ゴ
ル
建
省

一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
は
、
国
民
政
府
に
よ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
建
省
に
対
す
る
抵
抗
運
動
と
い
う
基
本
的
性
質

を
有
し
て
い
た
。
こ
の
政
治
運
動
の
特
質
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
建
省
に
い
た
る
近
代
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
変
容
に
つ
い

て
概
観
す
る
。

清
朝
が
成
立
す
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
王
族
は
支
配
階
級
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
長
城
以
北
・
柳
条
辺
騰
以
西
が
モ
ン
ゴ
ル

族
の
居
住
地
域
と
さ
れ
た
（
図
l
)
。
ま
た
盟
旗
制
度
が
確
立
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
は
六
盟
・
六
十
旗
に
編
成
さ
れ
た
が
、
南
部
内
モ
ン

ゴ
ル
地
域
に
お
け
る
開
墾
が
進
行
し
、
十
八
世
紀
に
は
承
徳
・
帰
化
城
と
張
家
口
以
北
の
各
地
区
に
慶
・
州
・
県
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ

(
3
)
 

た
。
一
七
七
二
年
、
清
朝
は
モ
ン
ゴ
ル
地
域
へ
の
漢
族
の
流
入
を
禁
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
地
区
の
農
地
化
が
進
行
し
た
。

新
握
・
外
モ
ン
ゴ
ル
・
甘
粛
地
区
の
開
市
(
-
八
六
0
ー
一
八
八
0
年
代
）
と
東
清
鉄
道
の
建
設
（
世
紀
交
）
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
満
洲
地
域

に
お
け
る
ロ
シ
ア
資
本
主
義
の
浸
透
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
一
八
九

0
年
代
、
満
洲
の
大
豆
生
産
は
日
本
へ
の
輸
出
市
場
と
し
て
再
編

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
清
朝
は
満
蒙
地
域
に
対
す
る
封
禁
政
策
を
解
除
し
て
植
民
実
辺
策
に
転
換
す
る
と
と
も
に
（
満
洲
…
一
八
九

四
年
、
モ
ン
ゴ
ル
…
一
九
0
二
年
）
、
多
？
、
の
州
・
県
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
内
モ
ン
ゴ
ル
南
部
の
農
耕
地
域
に
お
い
て
は
モ
ン
ゴ
ル

人
の
土
地
所
有
権
・
水
利
権
が
し
だ
い
に
名
目
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
遊
牧
地
域
で
あ
る
北
部
に
お
い
て
も
漢
族
商
業
資
本
の
浸

(
4
)
 

透
が
顕
著
と
な
っ
た
。

辺
務
を
統
括
し
て
い
た
理
藩
院
は
、
殖
産
興
業
政
策
お
よ
び
教
育
・
行
政
の
制
度
改
革
を
め
ざ
し
た
清
朝
末
期
に
お
け
る
「
新
政
」
の

一
環
と
し
て
理
藩
部
に
改
組
さ
れ
(
-
九
0
六
年
）
、
辺
境
地
域
の
内
地
化
が
模
索
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
満
洲
に
東
三
省
が
設
置
さ
れ
る

抗
日
時
期
中
国
政
治
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
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一
方
（
図
2
)
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
も
一
連
の
新
政
策
が
実

施
さ
れ
た
。
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
中
華
民
国
政
府

は
、
理
藩
部
を
継
承
し
て
蒙
蔵
院
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

内
モ
ン
ゴ
ル
に
熱
河
・
察
哨
爾
・
緩
遠
の
各
特
別
行
政
区
を

(
5
)
 

設
置
し
た
が
、
従
来
の
盟
旗
制
度
は
維
持
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
革
命

(-
九
一
七
年
）
と
モ
ン
ゴ
ル
革
命
(
-
九
ニ
ー

年
）
は
、
モ
ン
ゴ
ル
社
会
を
外
モ
ン
ゴ
ル
と
内
モ
ン
ゴ
ル
に

分
断
す
る
と
と
も
に
、
北
方
に
向
け
て
の
通
商
路
を
途
絶
さ

せ
た
。
ま
た
、
こ
の
ふ
た
つ
の
革
命
と
京
包
（
北
京
11
包
頭
）

線
の
開
通
(
-
九
二
二
年
）
を
契
機
と
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
経

済
は
再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

北
伐
戦
争
に
よ
っ
て
全
国
政
権
と
な
っ
た
南
京
国
民
政
府

は
、
辺
務
を
中
央
に
集
中
す
る
た
め
蒙
蔵
委
員
会
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
緩
遠
・
察
吟
爾
・
熱
河
・
青
海
・
西
康
・
寧

夏
に
省
を
設
置
し
た
（
図
3
)
。
こ
の
結
果
、
内
モ
ン
ゴ
ル
地

域
の
各
盟
・
旗
は
、
緩
遠
・
察
吟
爾
・
熱
河
・
寧
夏
の
各
省

に
分
属
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
地
域
に
お
け
る
開
墾
と
同

(
6
)
 

化
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
本
稿
が
検
討
の
対
象
と

し
て
い
る
時
期
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
は
、
国
民
政
府
に
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【図 2】
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2
 

よ
る
こ
う
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
分
断
に
抵
抗
し
て
そ
の
統
一
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
治
運
動
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
一
八
事
変
と
内
モ
ン
ゴ
ル
問
題

日
清
・
日
露
戦
争
の
後
、
日
本
陸
軍
は
朝
鮮
・
遼
東
半
島
と
満
鉄
付
属
地
お
よ
び
平
津
地
区
に
恒
常
的
に
部
隊
を
駐
留
さ
せ
る
と
と
も

に
、
朝
鮮
半
島
が
日
本
の
「
主
権
線
」
に
組
み
こ
ま
れ
、
ま
た
そ
の
「
利
益
線
」
は
そ
の
は
る
か
先
の
溝
洲
・
大
陸
に
拡
大
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
日
本
の
「
満
蒙
特
殊
権
益
」
が
主
張
さ
れ
る
に
い
た
る
が
、
満
洲
地
域
に
お
け
る
外
国
の
投
資
総
額
の
七

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
日
本

が
占
め
、
日
本
の
海
外
投
資
総
額
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
同
地
域
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
(
-
九
三
0
年
）
、
満
蒙
特
殊
権
益
論

の
経
済
的
論
拠
と
さ
れ
た
。

日
本
は
大
陸
国
家
と
し
て
軍
事
大
国
化
を
め
ざ
し
た
が
、
資
源
・
貿
易
関
係
・
国
際
金
融
を
通
じ
て
米
英
に
比
し
て
劣
位
に
お
か
れ
、

そ
れ
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
外
交
は
対
米
英
協
調
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
満
蒙
特
殊
権
益
の
確
保
を
前
提
と
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
軍
部
に
よ
る
満
洲
軍
事
侵
略
の
発
動
（
満
洲
事
変
II

九
一
八
事
変
）
は
、
張
学
良
に
よ
る
民
族
的
政
策
に
対
抗
し
な
が
ら
国
家
総
力
戦
を
遂
行
す
る
た
め
の
戦
略
的
物
資
の
供
給
地
を
獲
得
す

る
と
と
も
に
、
世
界
恐
慌
に
と
も
な
う
国
民
の
不
安
・
不
満
を
国
外
に
そ
ら
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
変
は
日
本
外

交
に
お
け
る
対
米
英
協
調
路
線
に
対
す
る
ア
ジ
ア
モ
ン
ロ
ー
主
義
的
路
線
の
勝
利
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
明

(
8
)
 

治
体
制
下
に
お
け
る
戦
前
の
日
本
政
治
は
、
政
軍
関
係
の
拮
抗
期
か
ら
軍
部
優
位
期
に
移
行
し
た
。

一
九
三
二
年
九
月
、
日
本
政
府
は
愧
儡
国
家
た
る
「
満
洲
国
」
を
承
認
し
た
が
、
翌
年
二
月
に
は
関
東
軍
は
熱
河
作
戦
を
発
動
し
て
熱

河
省
を
「
満
洲
国
」
に
併
合
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
国
際
連
盟
が
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
を
可
決
す
る
と
、
日
本
は
連
盟
脱
退
を
通
告
す
る
と

と
も
に
関
東
軍
は
長
城
線
を
越
え
て
河
北
省
に
侵
攻
し
た
。
こ
の
日
中
の
軍
事
衝
突
は
、
五
月
の
塘
泊
停
戦
協
定
に
よ
る
翼
東
非
武
装
地

帯
の
設
定
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
た
。
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「
満
洲
国
」
建
国
に
あ
た
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
い
か
な
る

部
分
を
包
括
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
関
東
軍
は
明

確
な
認
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
二
年
三
月
に

「
東
北
行
政
委
員
会
」
が
「
満
洲
国
」
の
建
国
を
宣
言
し
た
時
、

そ
の
領
域
は
奉
天
•
吉
林
・
黒
竜
江
・
熱
河
の
各
省
お
よ
び
東

省
特
別
区
と
モ
ン
ゴ
ル
の
各
盟
旗
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

奉
天
・
黒
竜
江
・
熱
河
三
省
の
モ
ン
ゴ
ル
地
域
を
省
域
と
す
る

(
9
)
 

興
安
省
が
新
設
さ
れ
た
（
図
4
)
。

関
東
軍
に
よ
る
「
モ
ン
ゴ
ル
国
」
構
想
の
策
定
と
対
察
吟
爾

特
務
工
作
は
一
九
三
三
年
後
半
か
ら
具
体
化
さ
れ
て
い
く
が
、

そ
の
際
、
同
年
春
に
日
本
軍
に
投
降
し
た
東
北
軍
騎
兵
第
一
七

旅
旅
長
李
守
信
（
卓
索
図
盟
土
黙
特
右
旗
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
族
）
が

特
務
工
作
の
主
た
る
対
象
と
な
っ
た
。
四
月
、
熱
河
省
林
西
で
投
降
し
た
李
は
赤
峰
特
務
機
関
長
田
中
玖
に
よ
っ
て
「
熱
河
遊
撃
師
司
令
」

と
さ
れ
、
李
の
部
隊
は
一
ニ
ケ
支
隊
八

0
0
0
人
に
再
編
さ
れ
た
。
五
月
末
、
李
は
ニ
ケ
支
隊
に
よ
っ
て
察
恰
爾
東
部
の
多
倫
を
占
領
し
た
。

そ
の
後
、
同
部
隊
は
、
七
月
に
一
時
同
地
を
放
棄
し
た
が
、
翌
月
、
奪
回
し
た
。
九
月
、
李
は
、
多
倫
に
お
い
て
「
察
東
警
備
軍
司
令
」

と
な
り
、
関
東
軍
の
梃
入
れ
に
よ
っ
て
ニ
ケ
支
隊
は
ニ
ケ
師
に
拡
充
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
三
五
年
三
月
に
は
、
李
を
長
官
と
す
る
「
察
東

(10) 

特
別
自
治
区
行
政
長
官
公
署
」
が
多
倫
に
樹
立
さ
れ
た
。

【図 4】

出所：［宝騒大潟ilill1目j飼員II!人の町咬(8本植民他史）j、第2巻（潟州）品9新聞tl.1918年、162ft。

143 



国
民
政
府
の
内
モ
ン
ゴ
ル
政
策
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動

一
九
三

0
年
可
ー
六
月
、
盟
旗
制
度
の
維
持
、
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
・
経
済
権
益
の
保
障
、
開
墾
・
移
民
と
設
県
の
停
止
な
ど
を
要
求
す

る
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
の
請
願
運
動
を
受
け
て
モ
ン
ゴ
ル
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
お
い
て
、
蒙
蔵
委
員
会
は
、
国
家
統
一
を
前
提
と

し
た
自
治
の
保
障
、
王
公
・
礼
薩
克
の
特
権
の
自
発
的
返
還
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
省
政
府
側
は
、
モ
ン
ゴ
ル
地
区
の
省
政
府
へ
の
隷

属
、
開
墾
・
移
民
と
設
県
の
推
進
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
各
盟
代
表
は
、
盟
旗
と
省
県
の
分
治
、
盟
の
中
央
へ
の
直
属
を
求
め
、

妥
結
点
を
見
い
だ
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
九
三
一
年
六
月
の
「
中
華
民
国
訓
政
時
期
約
法
」
の
第
八

0
条
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ

ト
の
地
方
制
度
は
地
方
の
状
況
に
沿
っ
て
法
律
に
よ
り
別
に
定
め
る
」
と
規
定
し
た
。
一

0
月
、
国
民
政
府
は
「
モ
ン
ゴ
ル
盟
部
旗
組
織

法
」
を
公
布
し
て
盟
旗
制
度
の
合
法
性
を
承
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
統
一
的
自
治
機
関
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
モ

ン
ゴ
ル
側
が
省
県
の
圧
力
に
対
抗
す
る
具
体
的
手
段
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

東
四
省
を
領
域
と
す
る
「
満
洲
国
」
の
成
立
は
、
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
地
区
（
哲
里
木
盟
・
呼
倫
貝
爾
部
・
伊
克
明
安
旗
と
卓
索
図
盟
・
昭
烏
達

盟
）
の
喪
失
1
1
内
モ
ン
ゴ
ル
地
区
の
分
断
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
民
政
府
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
同
化
・
籠
絡
政
策

と
対
日
妥
協
政
策
は
、
西
部
内
モ
ン
ゴ
ル
地
区
に
お
け
る
自
治
運
動
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
。

一
九
三
三
年
七
月
、
烏
蘭
察
布
盟
盟
長
雲
瑞
旺
楚
克
（
雲
王
）
と
錫
林
郭
勒
盟
副
盟
長
徳
穆
楚
克
棟
魯
普
（
徳
王
）
が
百
霊
廟
に
お
い
て

会
談
し
、
高
度
自
治
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
の
成
立
、
モ
ン
ゴ
ル
問
題
解
決
の
た
め
の
自
治
会
議
の
開
催
を
提
案
し
た
（
百
霊
廟
第
一
次

自
治
会
議
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
央
政
府
と
省
政
府
は
自
治
会
議
の
開
催
阻
止
を
め
ざ
し
、
ま
た
蒙
蔵
委
員
会
は
地
方
自
治
の
具
体
化
を

提
起
し
て
高
度
自
治
の
要
求
を
か
わ
そ
う
と
し
た
。
一

0
月
、
百
霊
廟
第
二
次
自
治
会
議
が
開
催
さ
れ
、
徳
王
を
中
心
と
し
た
開
明
的
王

公
と
そ
の
影
響
下
に
あ
る
青
年
・
学
生
、
王
公
・
官
僚
・
政
客
や
知
識
分
子
、
さ
ら
に
は
保
守
派
の
王
公
・
旗
官
を
含
む
一
四

0
人
が
参

加
し
た
。
会
議
は
、
①
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
が
内
モ
ン
ゴ
ル
各
盟
・
部
・
旗
の
統
治
権
を
総
覧
す
る
、
R
従
来
の
各
盟
・
部
・
旗
の
領

域
を
自
治
政
府
の
統
括
範
囲
と
す
る
、
③
国
際
的
な
軍
事
・
外
交
を
除
く
内
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
政
を
自
治
政
府
が
執
行
す

3
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(12) 

る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
組
織
大
綱
」
を
採
択
し
た
。

同
月
、
国
民
政
府
行
政
院
会
議
は
、
①
ゑ
必
[
•
各
県
の
行
政
区
画
・
行
政
系
統
を
変
更
し
な
い
、
②
各
省
内
に
中
央
直
轄
の
地
方
政
務

委
員
会
を
設
置
す
る
、
③
省
を
越
え
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
機
関
の
設
置
は
認
め
な
い
と
す
る
「
蒙
政
改
革
方
案
」
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

黄
紹
紘
内
政
部
長
と
趙
杢
廉
蒙
蔵
委
員
会
副
委
員
長
を
百
霊
廟
に
派
遣
し
て
モ
ン
ゴ
ル
側
と
の
交
渉
に
当
た
ら
せ
た
。
交
渉
に
お
い
て
、

モ
ン
ゴ
ル
側
は
、
①
二
省
に
自
治
区
政
府
を
樹
立
し
行
政
院
に
直
属
す
る
、
②
自
治
区
政
府
間
の
連
席
会
議
を
設
置
し
て
共
通
の
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
と
い
う
妥
協
案
を
提
出
し
、
こ
れ
を
骨
子
と
し
た
問
題
の
解
決
が
計
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
四
年
二
月
、
第

三
九
七
次
中
央
政
治
会
議
は
、
モ
ン
ゴ
ル
地
区
に
お
け
る
単
一
の
モ
ン
ゴ
ル
地
方
自
治
政
務
委
員
会
を
設
置
し
、
行
政
院
に
直
属
す
る
こ

と
を
承
認
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
自
治
塀
法
原
則
」
を
採
択
し
た
。
同
「
原
則
」
は
ま
た
、
察
吟
爾
部
の
盟
へ
の
改
組
、
開
墾
と
設
県
の
停
止
、

省
県
地
区
に
お
け
る
盟
旗
・
蒙
民
に
対
す
る
租
税
・
小
作
料
の
保
障
を
規
定
し
て
い
た
。
四
月
、
雲
王
を
委
員
長
と
し
、
錫
盟
盟
長
索
特

那
木
拉
布
坦
（
索
王
）
と
伊
盟
盟
長
沙
克
都
爾
札
布
（
沙
王
）
を
副
委
員
長
と
す
る
モ
ン
ゴ
ル
地
方
自
治
政
務
委
員
会
（
百
霊
廟
蒙
政
会
）
が
成

立
し
、
秘
書
長
に
就
任
し
た
徳
王
が
実
権
を
掌
握
し
た
。
百
霊
廟
蒙
政
会
の
成
立
に
よ
り
省
県
と
盟
旗
が
併
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

(13) 

両
者
の
摩
擦
．
衝
突
は
不
可
避
と
な
っ
た
。

華
北
分
離
工
作
と
中
国
政
治

「
満
洲
国
」
承
認
•
国
際
連
盟
の
脱
退
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
両
軍
縮
条
約
の
廃
棄
に
い
た
る
日
本
の
国
際
的
孤
立
化
の
も
と

で
、
斎
藤
•
岡
田
「
中
間
」
内
閣
の
任
務
は
、
政
府
が
軍
・
政
党
間
の
緩
衝
と
な
る
と
と
も
に
、
現
行
秩
序
の
権
威
と
安
定
の
回
復
を
め

ざ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
陸
軍
内
部
の
皇
道
派
と
統
制
派
は
激
し
い
分
裂
・
抗
争
を
展
開
し
た
が
、
陸
軍
全
体
の
政
治
介
入
は

華
北
事
変
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
の
挫
折
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か
え
っ
て
拡
大
し
た
。
海
軍
も
ま
た
軍
縮
問
題
を
契
機
と
し
て
政
治
化
し
、
国
民
に
対
す
る
軍
国
的
思
想
宣
伝
も
強
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

(14) 

政
党
勢
力
に
代
替
す
る
政
治
基
盤
と
し
て
の
「
新
官
僚
」
の
進
出
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
、
①
一
九
三
五
年
三
月
に
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
が
発
効
し
、
連
盟
と
正
式
に
絶
縁
す
る
こ
と
、
②
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド

ン
両
軍
縮
条
約
が
一
九
三
六
年
末
で
期
限
満
了
と
な
り
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
一
九
一
二
五
年
に
軍
縮
会
議
に
臨
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
そ
し

て
条
約
範
囲
内
の
建
艦
状
況
で
は
一
九
三
六
年
に
は
米
英
に
対
し
て
日
本
の
海
軍
力
が
も
っ
と
も
不
利
に
な
る
こ
と
、
③
ソ
連
の
第
二
次

五
ケ
年
計
画
の
完
成
期
に
あ
た
り
、
そ
の
軍
事
力
が
い
ち
だ
ん
と
強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
一
九
三
五
、
六
年
の
危
機
」

が
喧
伝
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
対
英
米
協
調
を
前
提
と
し
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
排
他
的
覇
権
の
確
立
を
め
ざ
す
広
田
外

(15) 

交
が
展
開
さ
れ
た
。

同
時
期
に
お
け
る
南
京
国
民
政
府
は
、
抗
日
戦
遂
行
の
前
提
と
し
て
共
産
主
義
勢
力
の
掃
討
を
め
ざ
す
「
安
内
攘
外
」
政
策
を
採
用
し

て
い
た
が
、
一
九
三
三
年
八
ー
一

0
月
に
お
け
る
注
精
衛
の
外
交
部
長
兼
任
と
宋
子
文
の
財
政
部
長
更
迭
に
よ
り
対
日
妥
協
政
策
を
推
進

す
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
た
。
蒋
介
石
は
、
抗
日
運
動
（
長
城
抗
戦
と
福
建
事
変
）
の
弾
圧
と
ソ
ビ
エ
ト
区
に
対
す
る
第
五
次
囲
剰
戦
の
勝
利

に
よ
っ
て
国
内
基
盤
の
強
化
に
成
功
し
、
秘
密
裏
に
抗
日
戦
の
準
備
を
開
始
し
た
。
こ
れ
以
降
一
九
三
五
年
の
前
半
期
に
か
け
て
、
国
民

(16) 

政
府
は
、
一
方
に
お
い
て
中
日
親
善
政
策
を
進
め
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
紅
軍
追
繋
戦
と
奥
地
の
統
一
化
を
め
ざ
し
た
。

一
九
三
四
年
―
二
月
に
発
表
さ
れ
た
蒋
介
石
の
「
敵
か
？
友
か
？
」
と
翌
年
一
月
の
第
六
七
議
会
に
お
け
る
広
田
外
相
の
外
交
演
説

は
、
日
中
親
善
が
具
体
化
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
四
年
ご
一
月
に
「
満
洲
国
」
と
中
国
の
間
の
通
車
・
通
郵
問
題

が
妥
結
し
、
翌
年
二
月
に
は
国
民
政
府
が
排
日
・
排
日
貨
を
内
容
と
す
る
言
論
の
掲
載
禁
止
と
日
貨
排
斥
の
停
止
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

五
月
に
は
日
中
の
公
使
館
が
大
使
館
に
昇
格
し
た
。

東
京
11
南
京
で
日
中
親
善
が
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
頃
、
現
地
の
日
本
軍
は
、
「
満
洲
国
」
の
安
全
の
確
保
と
内
モ
ン
ゴ
ル
エ
作
に
よ

る
ソ
連
・
外
モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
）
の
連
携
の
分
断
、
さ
ら
に
は
華
北
親
日
政
権
の
樹
立
を
め
ざ
す
動
き
が
具
体
化
し
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た
。
軍
部
は
、
一
九
三
四
年
―
二
月
の
対
満
事
務
局
の
発
足
に
よ
っ
て
日
本
政
治
に
お
け
る
満
洲
支
配
権
を
確
立
し
た
が
、
関
東
軍
は
、

翌
年
一
月
の
大
連
会
議
に
お
い
て
「
軍
は
北
支
に
於
い
て
は
…
…
南
京
政
権
の
政
令
が
去
勢
せ
ら
る
る
情
勢
を
逐
次
濃
厚
な
ら
し
め
」
、

「
我
が
軍
部
の
要
求
を
忠
実
に
実
行
せ
ん
と
す
る
誠
意
あ
る
政
権
に
非
ざ
れ
ば
存
立
す
る
能
は
ざ
ら
し
む
」
と
し
て
、
華
北
支
配
の
強
烈

な
意
図
を
示
し
た
。
六
月
、
些
細
な
事
件
を
口
実
と
し
て
締
結
さ
れ
た
「
梅
津
11
何
応
欽
協
定
」
と
「
土
肥
原
11
秦
徳
純
協
定
」
は
、
河

北
・
察
喰
爾
両
省
か
ら
中
国
政
府
に
直
属
す
る
政
治
・
軍
事
機
関
と
国
民
党
組
織
の
排
除
を
強
要
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
省
に
対
す
る

日
本
軍
の
さ
ら
な
る
浸
透
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
の
陸
軍
中
央
は
両
協
定
を
追
認
し
た
。
十
月
、
広

田
外
相
は
、
「
日
支
提
携
の
た
め
の
絶
対
的
必
要
条
件
」
と
し
て
、
①
排
日
の
徹
底
的
取
締
り
、
欧
米
依
存
政
策
か
ら
の
脱
却
と
対
日
親

善
政
策
の
採
用
、
②
「
満
洲
国
」
の
黙
認
、
華
北
・
「
満
洲
国
」
間
の
経
済
的
・
文
化
的
提
携
、
③
外
モ
ン
ゴ
ル
接
壌
方
面
で
の
赤
化
袴

(17) 

威
排
除
の
た
め
の
協
力
と
い
う
三
原
則
を
蒋
作
賓
駐
日
大
使
に
提
示
し
た
。

現
地
で
は
、
土
肥
原
奉
天
特
務
機
関
長
に
よ
っ
て
華
北
五
省
（
河
北
・
山
東
・
山
西
・
察
吟
爾
・
綬
遠
）
に
お
け
る
自
治
政
権
の
樹
立
を
め

ざ
す
宋
哲
元
工
作
が
展
開
さ
れ
、
一
―
月
に
は
翼
東
非
武
装
地
帯
に
お
い
て
殷
汝
耕
に
「
翼
東
防
共
自
治
委
員
会
」
を
組
織
さ
せ
た
（
翼

東
政
権
‘
―
二
月
に
「
翼
東
防
共
自
治
政
府
」
と
改
称
）
。
ま
た
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
区
に
お
い
て
、
徳
王
に
対
す
る
接
近
を
図
る
と
と
も
に
、

―
二
月
に
は
李
守
信
軍
を
察
吟
爾
省
東
部
に
侵
入
さ
せ
て
張
北
・
宝
昌
．
康
保
・
尚
義
・
油
原
・
商
都
・
化
徳
・
崇
礼
八
県
を
占
領
す
る

(18) 

と
と
も
に
、
察
恰
爾
左
翼
八
旗
群
を
そ
の
統
治
下
に
お
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
民
政
府
は
対
日
抗
戦
の
本
格
的
準
備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
外
交
政
策
の
転
換
を
模
索
し
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、

行
政
院
長
に
就
任
し
て
党
・
政
・
軍
の
三
権
を
掌
握
し
た
蒋
介
石
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
を
得
て
幣
制
改
革
を
断
行
し
、
さ
ら
に
ソ
連
と

(19) 

の
関
係
修
復
を
試
み
た
。
ニ
一
月
、
国
民
政
府
は
、
翼
東
政
権
に
対
抗
し
て
宋
哲
元
を
委
員
長
と
す
る
翼
察
政
務
委
貝
会
を
設
置
し
た
が
、

こ
れ
に
反
対
す
る
北
平
の
学
生
運
動
(
―
二
九
運
動
）
は
、
全
国
に
波
及
し
て
大
衆
的
抗
日
救
亡
運
動
の
高
揚
を
も
た
ら
し
た
。

ア
ヘ
ン
通
過
税
・
西
公
旗
礼
薩
克
の
継
承
・
察
噌
爾
部
の
盟
へ
の
再
編
・
韓
鳳
林
の
暗
殺
・
化
徳
設
県
な
ど
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、
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一
九
三
六
年
に
お
け
る
日
本
と
中
国

対
米
英
協
調
路
線
と
皇
道
派
・
統
制
派
と
い
う
み
つ
ど
も
え
の
抗
争
は
、
ニ
ニ
六
事
件
に
お
け
る
統
制
派
の
勝
利
と
い
う
か
た
ち
で
決

着
が
つ
い
た
。
―
―
一
月
に
成
立
し
た
広
田
内
閣
は
、
ア
ジ
ア
モ
ン
ロ
ー
主
義
的
覇
権
確
立
の
た
め
の
国
家
総
力
戦
準
備
体
制
の
構
築
を
め
ざ

し
、
こ
こ
に
準
戦
時
体
制
が
成
立
し
た
。
五
月
、
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制
が
復
活
し
、
幕
僚
の
政
治
化
が
顕
著
と
な
っ
た
。
ニ
ニ
六
事
件

に
よ
り
軍
内
部
の
下
剋
上
遥
動
は
終
結
し
た
が
、
現
地
軍
の
独
断
専
行
は
解
消
さ
れ
ず
、
軍
部
全
体
の
政
府
に
対
す
る
下
剋
上
が
お
し
進

(21) 

め
ら
れ
た
。

八
月
、
軍
事
的
発
展
を
最
優
先
す
る
「
国
策
の
基
準
」
が
五
相
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
「
対
支
実
行
策
」
．

「
第
二
次
北
支
処
理
要
綱
」
は
、
「
速
に
北
支
を
し
て
防
共
親
日
満
の
特
殊
地
域
な
ら
し
め
、
且
国
防
資
源
を
獲
得
し
交
通
施
設
を
拡
充
す

る
と
共
に
支
那
全
般
を
し
て
反
蘇
依
日
た
ら
し
め
る
こ
と
を
以
て
対
支
実
行
策
の
重
点
」
と
す
る
と
述
べ
、
ま
た
「
北
支
処
理
の
主
眼
」

は
「
分
治
政
治
の
完
成
」
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
戦
時
体
制
へ
の
産
業
部
門
の
整
備
を
図
る
た
め
「
重
要
産
業
五
ケ
年
計
画
」
・
「
軍
需

(22) 

品
製
造
工
業
五
ケ
年
計
画
」
が
作
成
さ
れ
、
軍
財
抱
合
体
制
が
指
向
さ
れ
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
に
お
け
る
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
戦
線
の
提
起
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
の
発
展
や
「
八
一

2
 

百
霊
廟
蒙
政
会
と
緩
遠
省
政
府
・
中
央
政
府
と
の
矛
盾
が
顕
在
化
し
た
。
事
態
を
打
開
す
る
た
め
、
徳
王
は
日
本
へ
の
接
近
を
試
み
た
。

す
な
わ
ち
、
一
九
三
五
年
一
月
、
徳
王
は
宝
貴
廷
を
多
倫
に
派
遺
し
、
李
守
信
に
騎
兵
部
隊
の
編
成
を
依
頼
し
た
。
九
月
、
徳
王
は
、
索

王
府
で
関
東
軍
参
謀
副
長
板
垣
征
四
郎
と
会
談
し
た
が
、
一
―
一
月
に
は
新
京
を
訪
問
し
て
関
東
軍
司
令
官
南
次
郎
ら
と
会
見
し
、
「
モ
ン

ゴ
ル
国
」
の
建
設
・
日
1
1
蒙
合
作
問
題
お
よ
び
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
問
題
に
つ
い
て
交
渉
し
た
。
さ
ら
に
、
帰
途
多
倫
に
赴
い
て
李
守
信
と

会
談
し
た
。
翌
年
二
月
、
こ
の
新
京
・
多
倫
訪
問
を
ふ
ま
え
て
、
徳
王
は
、
彼
自
身
が
総
司
令
兼
政
務
部
長
と
な
り
李
守
信
を
副
総
司
令

(20) 

と
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
総
司
令
部
」
を
樹
立
し
た
。
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宣
言
」
に
始
ま
る
中
共
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政
策
へ
の
転
換
お
よ
び
一
九
―
―
―
六
年
三
月
の
ソ
連
11
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
間
の
議
定
書

調
印
に
対
し
て
、
日
本
で
は
ソ
連
・
外
モ
ン
ゴ
ル
・
中
共
の
連
携
に
よ
り
「
い
ま
や
日
本
の
大
睦
進
出
線
は
ロ
シ
ア
の
指
導
の
も
と
に
馬

蹄
型
に
包
囲
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
国
際
秩
序
に
反
逆
．
孤
立
し
内
外
政
策
の
共
通

性
を
有
し
て
い
た
日
本
と
ド
イ
ツ
は
、
地
政
学
的
観
点
を
抜
き
に
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
接
近
を
図
り
、
一
―
月
に
は
「
日
独
防
共
協
定
」

を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
、
「
現
状
打
破
」
を
め
ざ
す
フ
ァ
シ
ズ
ム
諸
国
と
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
「
現
状
」
諸
国
の
対
峙
と
い
う
第

(23) 

二
次
世
界
大
戦
の
陣
営
配
置
決
定
の
一
里
塚
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
ニ
ニ
六
事
件
を
契
機
と
し
て
日
本
政
治
は
質
的
転
換
を
と
げ
た
が
、
こ
の
時
期
、
中
国
に
対
し
て
は
幣
制
改
革
に
伴
う
華
北

の
現
銀
の
南
京
へ
の
移
送
を
阻
止
し
よ
う
と
し
、
ま
た
、
支
那
駐
屯
軍
を
一
七
七
一
人
か
ら
五
七
七
四
人
に
増
貝
し
た
。
さ
ら
に
、
殷
汝

(24) 

耕
政
権
•
徳
王
政
権
と
翼
察
政
務
委
員
会
の
連
携
·
一
体
化
を
画
策
し
て
「
北
支
」
に
お
け
る
「
分
治
政
治
の
完
成
」
を
め
ざ
し
た
。

こ
の
時
期
、
南
京
国
民
政
府
の
「
安
内
攘
外
」
政
策
は
、
そ
の
比
重
が
「
攘
外
」
に
移
り
な
が
ら
「
剰
共
」
も
同
時
亜
行
的
に
追
求
さ

れ
た
。
国
共
秘
密
交
渉
は
一
九
三
五
年
末
に
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
中
共
の
主
力
軍
を
構
成
す
る
第
四
方
面
軍
の
兵
力
が
八
万

か
ら
四
万
に
半
減
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
政
府
の
「
剰
共
」
は
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
中
共
の
路
線
転
換
と
華

北
事
変
を
契
機
と
す
る
大
衆
的
抗
日
救
亡
運
動
の
高
揚
は
一
九
三
六
年
五
月
の
全
国
各
界
救
国
連
合
会
（
上
海
）
に
結
実
し
、
抗
日
派
知

識
人
の
全
国
的
結
集
が
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
四
月
に
お
け
る
周
恩
来
・
張
学
良
会
談
を
契
機
と
し
て
、
西
安
を
中
心
と
す
る
西
北

地
区
に
お
い
て
中
共
と
東
北
軍
（
張
学
良
）
•
西
北
軍
（
楊
虎
城
）
と
の
「
三
位
一
体
」
的
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
上
海
と
西
安

(25) 

を
結
接
点
と
し
て
中
共
を
含
む
抗
日
を
主
張
す
る
諸
勢
力
の
連
携
が
形
成
さ
れ
始
め
た
。

「
モ
ン
ゴ
ル
軍
総
司
令
部
」
の
樹
立
に
対
抗
し
て
、
綬
遠
省
政
府
主
席
膊
作
義
は
、
百
霊
廟
蒙
政
会
を
察
吟
爾
・
緩
遠
両
省
に
分
割
す

る
こ
と
を
提
起
し
中
央
の
承
認
を
得
た
。
一
九
三
六
年
二
月
、
帰
綬
に
お
い
て
緩
遠
省
境
内
モ
ン
ゴ
ル
地
方
自
治
政
務
委
員
会
（
緩
境
蒙

政
会
）
成
立
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
緩
境
蒙
政
会
に
は
実
質
的
権
限
が
存
在
せ
ず
、
佛
作
義
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
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緩
遠
事
件
と
援
緩
運
動

一
九
三
六
年
一

0
月
、
徳
化
特
務
機
関
長
に
就
任
し
た
田
中
隆
吉
は
、
王
英
の
「
大
漢
義
軍
」
を
編
成
す
る
と
と
も
に
緩
遠
侵
攻
計
画

を
立
案
し
た
。
彼
は
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
」
第
七
師
を
百
霊
廟
に
進
駐
さ
せ
、
大
量
の
食
糧
と
軍
需
機
材
を
同
地
に
運
び
こ
ん
だ
。
「
モ
ン
ゴ

ル
軍
」
総
司
令
に
就
任
し
た
徳
王
は
、
一
―
月
五
日
、
博
作
義
に
通
電
を
発
し
、
①
察
喰
爾
右
翼
四
旗
の
察
吟
爾
盟
帰
属
、
②
百
霊
廟
以

南
一
帯
の
軍
事
施
設
の
撤
去
と
経
済
封
鎖
の
解
除
、
③
百
霊
廟
兵
変
時
に
没
収
し
た
武
器
の
返
却
を
要
求
し
た
。
一
四
日
、
王
英
部
隊
が

緩
遠
省
紅
格
爾
図
に
侵
攻
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
僻
作
義
は
、
第
三
五
軍
を
投
入
し
て
同
部
隊
を
撃
退
し
た
。
徳
王
は
第
七
師
を
百
霊

廟
か
ら
察
北
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
日
本
人
軍
事
顧
問
煙
草
谷
は
こ
れ
に
同
意
せ
ず
、
二
三
日
に
は
さ
ら
に
二

0
0
0
人

を
百
霊
廟
に
投
入
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
日
、
百
霊
廟
は
緩
遠
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
二
四
日
、
第
七
師
は
錫
拉
木
倫
廟
・
布
拉
図
廟

3
 

一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
の
挫
折
を
意
味
す
る
も
の

に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
博
作
義
の
百
霊
廟
蒙
政
会
に
対
す
る
切
り
崩
し
工
作
は
、
二
月
の
百
霊
廟
蒙
政
会
保
安
隊
の
兵
変
を
引
き

お
こ
し
た
。
決
起
部
隊
一

0
0
0
人
は
武
器
を
奪
取
し
て
武
川
に
向
か
い
、
同
地
で
博
作
義
に
よ
り
武
装
解
除
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

(26) 

徳
王
は
、
包
俊
山
の
騎
兵
連
を
百
霊
廟
に
移
駐
さ
せ
た
。

四
ー
五
月
、
徳
王
は
、
索
王
府
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
建
国
会
議
を
開
催
し
て
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
政
府
組
織
大
綱
」
を
採
択
し
、
化
徳
（
嘉

卜
寺
）
に
お
い
て
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
政
府
」
を
樹
立
し
た
。
同
政
府
は
、
化
徳
の
額
爾
徳
木
索
雅
勒
図
浩
特
(11
徳
化
）
へ
の
改
称
・
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
紀
元
の
採
用
・
政
府
旗
の
制
定
・
軍
隊
の
拡
編
・
蒙
古
軍
官
学
校
の
設
立
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
た
が
、
実
質
的
に
は
村
谷
彦
治

郎
を
主
任
と
す
る
日
本
顧
問
部
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
か
れ
た
。
こ
の
後
、
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
政
府
」
は
「
満
洲
国
」
お
よ
び
殷
汝
耕
政

(27) 

権
と
の
間
で
「
満
蒙
協
定
」
・
「
蒙
翼
協
定
」
を
締
結
し
た
。

こ
の
緩
境
蒙
政
会
と
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
政
府
」
の
成
立
は
、

で
あ
っ
た
。
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に
退
却
し
た
。
一
―
―
月
一
―

-
B
、
田
中
は
、
百
霊
廟
反
攻
作
戦
の
た
め
に
王
英
部
隊
を
派
遣
し
て
第
七
師
と
合
流
さ
せ
た
。
九
日
、
王
英
部

(28) 

隊
所
属
の
石
玉
山
・
金
憲
章
が
兵
変
を
お
こ
し
第
七
師
は
壊
滅
し
た
。

「
モ
ン
ゴ
ル
軍
」
に
よ
る
緩
遠
侵
攻
は
、
田
中
個
人
の
判
断
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
謀
略
で
あ
っ
た
た
め
、
緩
遠
に
お
け
る
事
態
の
展
開

に
つ
い
て
、
東
京
は
も
ち
ろ
ん
関
東
軍
や
外
務
省
の
出
先
機
関
で
す
ら
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
紅
格
爾
図
と
百
霊
廟
に
お
け
る
中
国
軍

の
勝
利
は
大
衆
的
抗
日
救
亡
運
動
の
さ
ら
な
る
高
揚
を
も
た
ら
し
、
中
国
各
地
に
お
い
て
援
緩
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

国
民
党
中
央
党
部
宣
伝
部
は
、
一
―
月
二

0
日
、
「
最
近
の
国
内
及
国
際
間
の
与
論
は
、
国
民
政
府
が
す
で
に
そ
の
尽
す
べ
き
最
大
の
責

任
を
果
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
国
交
調
整
の
鍵
は
正
に
日
本
側
に
存
す
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
有
田
外
相
は
、
一
＿
一
日
、

「
今
次
綬
遠
の
こ
と
は
内
蒙
古
側
と
の
紛
争
で
、
帝
国
の
干
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
従
っ
て
内
蒙
古
軍
の
行
動
に
関
し
て
は
、
政
府

は
も
と
よ
り
、
軍
に
於
い
て
も
何
等
援
助
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
日
中
間
の
懸
案
解
決
の
た
め
に
九
月
以

来
開
催
さ
れ
て
い
た
川
越
11
張
群
交
渉
に
お
い
て
、
中
国
側
が
察
東
・
緩
北
に
お
け
る
偽
軍
の
解
散
を
要
求
す
る
に
い
た
り
‘
―
二
月
三

(29) 

日
、
交
渉
は
う
ち
き
り
と
な
っ
た
。

有
田
外
相
に
よ
る
緩
遠
事
件
に
対
す
る
日
本
の
不
関
与
発
言
は
、
中
国
に
お
け
る
援
緩
運
動
を
質
的
に
変
化
さ
せ
た
。
二
＿
―
-
日
、
全
国

各
界
救
国
連
合
会
の
七
人
の
指
導
者
を
逮
捕
し
た
国
民
政
府
は
、
援
緩
運
動
の
指
導
権
を
大
衆
組
織
か
ら
奪
い
、
政
府
主
導
の
か
た
ち
で

そ
れ
を
展
開
し
た
。
―
二
九
運
動
か
ら
全
国
各
界
救
国
連
合
会
の
成
立
に
い
た
る
大
衆
的
抗
日
救
亡
運
動
は
、
援
緩
運
動
と
契
機
と
し
て

政
府
主
導
下
に
お
け
る
抗
日
救
亡
運
動
に
転
化
し
た
。
こ
の
政
府
主
導
の
も
と
に
抗
日
救
亡
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
形
態
は
、
八
一

品）

＿
―
-
事
変
（
第
二
次
上
海
事
変
）
期
の
上
海
や
一
九
一
＝
八
年
の
武
漢
に
お
け
る
運
動
形
態
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
直
後
に
西
安

事
変
が
勃
発
し
、
そ
の
平
和
解
決
を
通
し
て
中
国
政
治
は
抗
戦
態
勢
の
形
成
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
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七
七
事
変
前
夜
の
日
中
関
係

一
九
三
六
年
―
二
月
、
内
戦
停
止
・
一
致
抗
日
を
要
求
す
る
張
学
良
・
楊
虎
城
に
よ
っ
て
拘
留
さ
れ
た
蒋
介
石
は
、
彼
ら
に
①
南
京
政

府
の
改
組
、
②
剰
共
の
停
止
、
③
各
党
各
派
の
連
合
と
抗
日
政
策
の
実
施
を
言
明
し
、
西
安
か
ら
南
京
に
帰
還
し
た
。
翌
年
二
月
、
中
共

は
、
国
民
党
が
「
一
致
抗
日
」
を
国
策
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
①
武
装
暴
動
方
針
の
停
止
、
②
労
農
政
府
・
紅
軍
の
中

華
民
国
特
区
政
府
・
国
民
革
命
軍
へ
の
改
組
、
③
特
区
政
府
の
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
普
通
選
挙
の
実
施
、
④
土
地
没
収
政
策
の
停
止
の

各
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
提
起
し
、
国
民
党
も
こ
れ
を
実
質
的
に
受
け
入
れ
た
。
中
共
は
抗

B
民
族
統
一
戦
線
と
中
国
革
命
と
の
関
係

(31) 

を
明
確
化
し
て
米
る
べ
き
第
二
次
国
共
合
作
に
備
え
る
と
と
も
に
、
国
共
交
渉
に
お
い
て
そ
の
具
体
化
が
図
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
中
国
政
治
に
お
け
る
対
日
抗
戦
態
勢
の
形
成
は
、
日
本
の
対
中
政
策
の
修
正
を
迫
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
七
年
一
月
、

参
謀
本
部
は
、
「
対
支
政
策
を
変
更
す
。
…
…
経
済
的
文
化
的
工
作
に
主
力
を
漉
ぎ
…
…
北
支
分
治
工
作
は
行
わ
ず
」
と
述
べ
た
。
三
月
、

外
相
に
就
任
し
た
佐
藤
尚
武
は
、
外
交
方
針
演
説
に
お
い
て
、
①
戦
争
を
避
け
て
平
和
裡
に
国
際
関
係
を
律
し
て
行
く
こ
と
、
②
中
国
と

平
等
の
立
場
に
立
っ
て
平
和
的
に
国
交
を
調
整
す
る
こ
と
、
③
対
ソ
関
係
は
武
力
衝
突
を
避
け
る
こ
と
、
④
対
英
国
交
を
調
節
し
て
国
交

を
立
て
直
す
こ
と
を
強
調
し
た
。
四
月
に
四
相
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
対
支
実
行
策
」
・
「
北
支
指
導
方
策
」
も
ま
た
、
参
謀
本

部
見
解
•
佐
藤
外
相
演
説
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
中
政
策
の
修
正
は
、
対
ソ
戦
準
備
を
最
重
要
視
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
軍

備
の
充
実
・
航
空
機
工
業
の
振
興
・
日
「
満
」
自
給
自
足
経
済
圏
の
完
成
を
掲
げ
た
参
謀
本
部
作
戦
課
長
石
原
莞
爾
の
「
産
業
五
ケ
年
計

画
」
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
広
田
倒
閣
か
ら
宇
垣
内
閣
の
流
産
を
経
て
林
組
閣
に
い
た
る
過
程
で
石
原
は
政
治
的
に
敗
北
す
る

が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
治
体
制
下
に
お
け
る
軍
部
の
合
法
的
・
間
接
支
配
は
定
着
し
、
政
軍
関
係
に
一
応
の
安
定
的
局
面
が
も
た
ら

七
七
事
変
と
内
モ
ン
ゴ
ル
愧
儡
政
権
の
成
立
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緩
遠
工
作
の
失
敗
に
よ
っ
て
田
中
隆
吉
は
更
迭
さ
れ
、
新
た
に
関
東
軍
第
二
課
課
長
武
藤
章
が
徳
化
特
務
機
関
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
五
月
、
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
」
総
司
令
部
が
設
置
さ
れ
（
総
司
令
徳
王
・
副
総
司
令
李
守
信
）
、
所
属
各
師
が
総
司
令
部
に
直
属
す
る
こ
と
と

(33) 

な
っ
た
。七

七
事
変
と
「
蒙
彊
連
合
自
治
政
府
」
の
成
立

一
九
三
七
年
七
月
七
日
の
慮
溝
橋
に
お
け
る
日
中
両
軍
の
衝
突
に
際
し
て
、
日
本
政
府
は
、
「
戦
争
の
不
抗
大
と
現
地
解
決
方
針
」
を

表
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
針
は
、
中
央
政
府
か
ら
一
定
の
自
立
性
を
有
し
た
地
方
政
権
の
存
在
、
お
よ
び
そ
の
中
国
中
央
か

ら
の
分
離
性
と
日
本
へ
の
従
属
性
の
同
時
的
強
化
を
前
提
と
し
て
い
た
が
た
め
に
破
綻
し
、
日
本
軍
は
中
国
に
対
す
る
全
面
的
侵
略
を
開

(34) 

始
し
た
。
八
月
一
五
日
、
日
本
政
府
は
、
「
此
の
如
く
支
那
側
が
帝
国
を
軽
侮
し
不
法
暴
虐
至
ら
ざ
る
な
く
全
支
に
亙
る
我
が
居
留
民
の

生
命
財
産
危
殆
に
陥
る
に
及
ん
で
は
、
帝
国
と
し
て
は
最
早
隠
忍
の
限
度
に
達
し
、
支
那
軍
の
暴
戻
を
贋
懲
し
以
て
南
京
政
府
の
反
省
を

促
す
為
今
や
断
乎
た
る
措
置
を
と
る
の
已
む
な
き
に
至
れ
り
」
と
の
声
明
を
発
し
、
一
七
日
に
は
、
閣
議
に
お
い
て
不
拡
大
方
針
の
放
棄

を
表
明
し
た
。
九
月
の
「
国
家
総
動
員
法
」
と
企
画
院
の
設
置
に
よ
り
戦
時
体
制
に
移
行
し
‘
―
一
月
に
は
大
本
営
と
大
本
営
政
府
連
絡

会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
三
八
年
一
月
一
六
日
の
「
帝
国
政
府
は
爾
後
国
民
党
政
府
を
対
手
と
せ
ず
」
と
す
る
「
第
一
次
近
衛
声
明
」
に

よ
っ
て
、
日
本
政
府
は
、
対
中
和
平
工
作
の
失
敗
を
公
表
す
る
と
と
も
に
日
中
の
首
脳
レ
ベ
ル
の
交
渉
ル
ー
ト
を
失
い
、
戦
争
の
長
期
化

(35) 

は
必
至
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
声
明
に
よ
っ
て
、
国
民
政
府
に
と
っ
て
徹
底
抗
戦
が
唯
一
の
選
択
と
な
っ
た
。

1
0
月
、
日
本
軍
は
武
漢
・
広
東
を
陥
落
さ
せ
て
国
民
政
府
を
奥
地
に
追
い
込
ん
だ
が
、
そ
の
動
貝
力
は
限
界
に
達
し
戦
線
は
膠
着
状

態
と
な
っ
た
。
―
一
月
三
日
の
「
国
民
政
府
と
雖
も
従
来
の
指
導
政
策
を
一
榔
し
…
…
新
秩
序
の
建
設
に
来
り
参
ず
る
に
於
て
は
敢
て
之

を
拒
否
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
す
る
「
第
二
次
近
衛
声
明
」
は
、
注
精
衛
工
作
の
進
展
を
ふ
ま
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

2
 (32) 

さ
れ
た
。

―
二
月
に
注
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精
衛
が
重
慶
を
離
脱
す
る
と
、
「
第
三
次
近
衛
声
明
」
を
発
し
、
「
日
満
支
三
国
は
東
亜
新
秩
序
の
建
設
を
共
同
の
目
的
と
し
て
統
合
し
、

相
互
に
善
隣
友
好
、
共
同
防
共
、
経
済
提
携
の
実
を
挙
げ
ん
と
す
る
」
と
い
う
「
東
亜
新
秩
序
」
建
設
の
三
原
則
を
提
起
し
た
。
一
九
―
―
―

(36) 

九
年
一
月
、
近
衛
内
閣
は
総
辞
職
す
る
が
、
同
内
閣
の
時
期
に
軍
部
の
合
法
的
・
間
接
支
配
は
確
立
し
た
。

一
九
三
七
年
―
一
月
、
日
独
防
共
協
定
に
イ
タ
リ
ア
が
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
日
独
伊
三
国
の
枢
軸
陣
営
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降

一
九
＿
―
-
九
年
八
月
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
に
い
た
る
ま
で
の
間
、
防
共
協
定
の
強
化
問
題
が
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ
た
が
、
そ
れ

は
、
日
本
政
治
の
方
向
を
根
本
的
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
主
た
る
対
立
点
は
協
定
の
対
象
を
ソ

連
に
限
定
す
る
の
か
あ
る
い
は
英
米
を
加
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
実
現
可
能
性
を
考
慮
の
外
に
お
け
ば
、

枢
軸
国
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
と
し
て
自
立
す
る
道
を
選
択
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
米
英
と
の
妥
協

を
前
提
と
し
て
「
東
亜
」
に
お
け
る
地
域
的
覇
権
の
確
立
を
め
ざ
す
の
か
と
い
う
オ
ル
タ
ナ
テ
イ
プ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
九
―
―
一
七
年
七
月
一
七
日
、
蒋
介
石
は
、
①
中
国
の
主
権
・
領
土
の
完
璧
性
の
侵
害
、
②
猿
察
政
務
委
員
会
に
対
す
る
不
法
な
変
更
要

求
、
③
宋
哲
元
そ
の
他
の
更
迭
要
求
、
④
第
二
九
軍
駐
留
地
区
の
拘
束
が
「
最
後
の
関
頭
」
で
あ
る
と
す
る
「
直
山
談
話
」
を
発
表
し
、

八
月
七
日
に
は
国
防
会
議
を
開
催
し
て
対
日
全
面
抗
戦
を
決
定
し
た
。
―
二
日
、
国
民
政
府
は
、
蒋
を
陸
海
空
軍
総
司
令
と
し
、
蒋
を
委

員
長
と
す
る
軍
事
委
員
会
を
抗
戦
の
最
高
統
帥
部
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
一
四
日
に
は
「
抗
日
自
衛
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
二
ニ
日
、

国
民
政
府
軍
事
委
員
会
は
西
北
の
中
共
軍
を
国
民
革
命
軍
第
八
路
軍
に
改
編
す
る
こ
と
を
公
布
し
、
朱
徳
と
彰
徳
懐
を
正
副
総
指
揮
に
任

命
し
た
。
九
月
二
二
日
、
中
央
通
訊
社
は
中
共
の
「
国
共
合
作
宣
言
」
を
公
表
し
、
翌
日
、
蒋
介
石
は
こ
の
宣
言
を
受
け
入
れ
る
と
の
談

(38) 

話
を
発
表
し
た
。
こ
う
し
て
第
二
次
国
共
合
作
は
正
式
に
発
足
し
た
。

中
国
軍
は
、
決
戦
を
避
け
つ
つ
も
、
華
北
方
面
か
ら
南
下
す
る
北
支
那
方
面
軍
と
長
江
を
潮
上
す
る
中
支
那
派
遣
軍
と
の
戦
闘
を
展
開

し
た
。
ま
た
、
第
八
路
軍
・
新
編
第
四
軍
に
改
編
さ
れ
た
中
共
軍
は
、
そ
の
他
の
中
国
軍
と
の
連
携
し
て
日
本
軍
と
の
戦
闘
を
行
う
と
と

(39) 

も
に
、
日
本
軍
占
領
区
に
お
け
る
ゲ
リ
ラ
戦
に
よ
っ
て
抗
日
根
拠
地
の
建
設
を
め
ざ
し
た
。
日
中
全
面
戦
争
の
勃
発
は
ま
た
、
中
国
の
都
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1
0
月
二
七
ー
八
日
、
帰
緩
に
お
い
て
第
二
次
モ
ン
ゴ
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
「
モ
ン
ゴ
ル
連
盟
自
治
政
府
」
の
「
組
織
大
綱
」
・
「
組
織
法
」
・
「
大
会
宣
言
」
を
採
択
し
、
雲
王
を
主
席
と
し
徳
王
を
副
主
席

兼
政
務
院
長
と
す
る
「
モ
ン
ゴ
ル
連
盟
自
治
政
府
」
が
成
立
し
た
（
綬
遠
を
厚
和
豪
特
と
改
称
）
。
―
一
月
二
二
日
、
「
モ
ン
ゴ
ル
連
盟
自
治

政
府
」
と
「
察
南
自
治
政
府
」
・
「
晉
北
自
治
政
府
」
の
代
表
会
議
で
あ
る
蒙
彊
連
合
委
員
会
（
張
家
口
）
が
組
織
さ
れ
、
一
九
三
九
年
九
月

に
は
こ
の
三
政
権
は
統
合
さ
れ
て
「
蒙
彊
連
合
自
治
政
府
」
と
な
っ
た
（
図
5
)
。
こ
の
政
権
は
、
領
域
的
に
は
西
部
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の

1図 5】

Z-..::; T
下
—

満

洲

0 200畑
I I I I I 

1
0
月一―

1
0
日
、
国

市
部
に
お
け
る
「
杭
日
高
潮
」
を
も
た
ら
し
た
。

民
政
府
は
首
都
の
重
慶
移
転
を
決
定
し
た
が
、
政
府
・
党
の
主
要
機
関

は
武
漢
に
移
転
し
た
。
こ
れ
以
降
、
翌
三
八
年
一

0
月
の
陥
落
に
い
た

る
ま
で
の
武
漢
を
中
心
と
す
る
「
抗
日
高
潮
」
は
、
国
民
政
府
の
対
日

(40) 

抗
戦
方
針
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

一
九
三
七
年
七
月
、
「
モ
ン
ゴ
ル
軍
」
政
府
は
、
博
作
義
・
劉
汝
明

軍
の
攻
撃
を
受
け
て
商
都
・
徳
化
か
ら
多
倫
に
撤
退
し
た
。
八
月
九
日
、

日
本
軍
参
謀
本
部
は
支
那
駐
屯
軍
•
関
東
軍
に
察
喰
爾
作
戦
の
実
施
を

命
令
し
、
同
部
隊
は
多
倫
・
張
北
か
ら
張
家
口
を
へ
て
大
同
に
進
駐
し

た
。
九
月
四
日
と
一

0
月
一
五
日
、
日
本
の
愧
儡
政
権
で
あ
る
「
察
南

自
治
政
府
」
と
「
晉
北
自
治
政
府
」
が
そ
れ
ぞ
れ
張
家
口
と
大
同
に
成

立
し
た
。
徳
王
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
各
盟
旗
連
合
軍
」
を
組
織
し
て
婦
緩

攻
略
に
向
か
い
、
一

0
月
一
四
日
に
は
日
本
軍
と
と
も
に
同
地
を
占
領

(41) 

し
た
。
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一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
は
、
国
民
党
が
国
家
権
力
を
代
行
す
る
「
訓
政
」
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
お
け
る
中
央

(43) 

権
力
が
辺
境
地
域
の
政
治
統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
実
施
し
た
省
の
設
置
11
内
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
分
断
に
対
す
る
抵
抗
運
動
で
あ
っ
た
。

一
九
ニ
―
年
の
モ
ン
ゴ
ル
革
命
と
一
九
三
一
年
の
九
一
八
事
変
に
よ
っ
て
、
こ
の
運
動
は
西
部
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
徳
王
ら
は
主
観
的
に
は
こ
の
三
つ
に
分
断
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
統
合
を
構
想
し
た
が
、
当
時
そ
れ
を
実
現
す
る
条
件
は

存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
日
本
11
関
東
軍
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
主
張
の
具
体
化
を
図
っ
た
が
、
抗
日
救
亡
運
動

の
高
揚
は
中
国
社
会
に
お
け
る
徳
王
ら
の
政
治
的
基
盤
を
分
解
さ
せ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運
動
の
挫
折
を
も
た
ら
し
た
。

明
治
以
来
、
大
陸
国
家
と
し
て
の
発
展
を
指
向
す
る
日
本
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
11
ソ
連
は
主
た
る
仮
想
敵
国
で
あ
っ
た
。
天
皇
を
「
権

カ
の
総
攪
者
」
と
し
な
が
ら
も
実
際
に
は
直
接
的
に
行
使
さ
れ
な
い
「
天
皇
大
権
」
を
メ
ダ
ル
の
裏
側
と
す
る
権
力
分
立
制
に
よ
っ
て
特

(44) 

色
づ
け
ら
れ
る
戦
前
期
の
日
本
の
政
治
構
造
に
お
い
て
、
九
一
八
事
変
以
降
、
軍
部
は
政
党
に
対
す
る
優
位
を
確
立
し
、
対
英
米
協
調
路

線
か
ら
ア
ジ
ア
モ
ン
ロ
ー
主
義
路
線
ヘ
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
十
五
年
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
侵
略
か
ら
「
東
亜
新
秩
序
」
を
経
て
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
に
い
た
る
過
程
に
お
い
て
、
日
本
は
、
自
ら
を
ヘ
ゲ
モ
ニ
］
国
家
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
試
み
た
。
一
方
、
こ
の
時
期
、

中
国
の
中
央
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
国
民
党
は
、
国
家
建
設
の
現
段
階
を
「
訓
政
」
期
と
規
定
し
て
国
民
党
に
よ
る
国
家
権
力
の
代
行
を

正
当
化
し
、
そ
の
も
と
に
お
け
る
国
家
建
設
と
経
済
統
合
を
推
進
し
た
。

九
一
八
事
変
を
契
機
と
し
て
抗
日
問
題
が
中
国
政
治
を
基
本
的
に
規
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
十
五
年
戦
争
期
に
お
け
る
日
中
関
係

は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
と
し
て
自
ら
を
確
立
す
る
に
当
た
っ
て
中
国
に
お
け
る
排
他
的
覇
権
を
必
要
と
し
た
日
本
と
、
国
際
政
治
に
お
け

お
わ
り
に

(42) 

大
部
分
を
包
括
し
て
い
た
が
、
名
実
と
も
に
日
本
の
愧
儡
政
権
で
あ
っ
た
。
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I図sl 

出所：「中国政区」、「中華人民共和国分省地図集」、地図出版社、1987年（第3版）、5-6頁。

る
政
治
的
自
立
性
を
留
保
し
て
国
家
建
設
と
経

済
統
合
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
中
国
と
の
対
抗

関
係
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

際
、
中
国
に
お
け
る
排
他
的
覇
権
を
要
求
す
る

日
本
の
主
張
は
そ
の
他
の
列
強
の
承
認
を
得
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
点
に
中
国
の
政
治
的

自
立
性
を
留
保
す
る
根
拠
を
求
め
た
国
民
党
と
、

日
本
の
中
国
侵
略
に
反
対
す
る
す
べ
て
の
外
国

勢
力
と
の
連
携
を
主
張
す
る
中
共
と
の
第
二
次

国
共
合
作
の
実
現
に
よ
っ
て
、
中
国
は
、
ソ
連

お
よ
び
英
米
へ
の
接
近
を
図
っ
た
。
中
国
に
お

け
る
大
衆
的
抗
日
救
亡
運
動
の
発
展
は
、
こ
う

し
た
中
国
政
治
の
動
向
を
基
本
的
に
規
定
す
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
こ

の
点
を
了
解
し
て
い
た
の
は
、
中
国
「
統
こ

(45) 

化
論
争
に
お
け
る
一
部
の
主
張
に
限
ら
れ
た
。

一
九
四
五
年
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

国
家
と
し
て
の
確
立
を
指
向
す
る
日
本
の
「
近

代
」
は
挫
折
し
た
。
ま
た
中
国
に
お
い
て
は
、
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一
九
四
九
年
、
東
西
冷
戦
体
制
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
中
共
の
指
導
下
に
中
華
人
民
共
和
国
が
誕
生
し
た
。
日
中
全
面
戦
争
の
勃
発
以

降
、
中
共
の
民
族
政
策
は
民
族
自
決
論
か
ら
区
域
自
治
論
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
中
ソ
関
係
に
規
定
さ

(46) 

れ
て
内
外
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
分
断
が
固
定
化
さ
れ
、
一
九
四
七
年
、
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
（
図
6
)
。

一
九
八

0
年、

註
(
l
)

李
洞
詩
「
軍
部
の
昭
和
史
」
、
上
巻
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
七
年
、
二
頁
。

(
2
)
拙
稿
「
関
於
中
国
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的
研
究
筆
記
ー
以
中
国
共
産
党
的
政
策
為
中
心
」
、
「
史
学
月
刊
」
、
一
九
八
九
年
第
四
期
、
八
―
—
二
頁
。

(
3
)

小
峰
和
夫
『
満
洲
ー
起
源
・
植
民
・
覇
権
」
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
一
年
、
五
八
ー
九
頁
。
矢
野
仁
一
『
近
代
蒙
古
史
研
究
」
、
弘
文
堂
、

一
九
二
五
年
、
四
九
ー
五

0
、
一
―
四
ー
七
、
一
四
五
頁
。

(
4
)

小
峰
和
夫
前
掲
書
、
二
四
五
ー
九
―
一
頁
。
矢
野
仁
一
前
掲
書
、
二
六
八
ー
九
八
頁
。

(
5
)

矢
野
仁
一
前
掲
書
、
三

0
八
ー
一
六
頁
。
貴
志
俊
彦
「
哀
世
凱
政
権
の
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
支
配
体
制
の
形
成
ー
「
蒙
蔵
院
」
の
成
立
と
内
蒙
古

三
特
別
行
政
区
の
設
置
」
、
『
史
学
研
究
」
、
第
一
八
五
号
、
一
九
八
九
年
、
三
四
ー
六
頁
。

(
6
)

烏
蘭
少
布
「
中
国
国
民
党
対
蒙
政
策
(
-
九
二
八
ー
一
九
四
九
年
）
」
、
『
内
蒙
古
近
代
史
論
叢
」
、
第
三
輯
、
一
九
八
七
年
、
ニ
―
六
ー
ニ
三
頁
。

(
7
)

李
捐
詩
前
掲
書
、
三
六
頁
。
江
口
圭
一
「
日
本
帝
国
主
義
史
論
ー
満
州
事
変
前
夜
」
（
以
下
、
江
口
①
）
、
青
木
書
店
、
一
九
七
五
年
、
五
五
頁
。

(
8
)

江
口
圭
一
前
掲
書
①
、
一
四
ー
ニ

0
、
六

0
、
六
五
ー
八
、
八
五
頁
。
江
口
圭
一
「
十
五
年
戦
争
小
史
」
（
以
下
、
江
口
②
）
、
青
木
書
店
、
一

九
八
六
年
、
二
五
ー
八
、
三
七
頁
。
李
煽
桔
前
掲
書
、
五
ー
六
頁
。

(
9
)

江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
四
二
頁
。
一
九
三
四
年
ニ
―
月
、
東
四
省
と
興
安
省
は
十
四
省
に
分
割
さ
れ
た
（
同
前
書
、
八

0
頁）。

(10)

『
李
守
信
自
述
」
（
劉
映
元
整
理
）
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
内
蒙
古
自
治
区
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
「
内
蒙
古
文
史
資
料
」
、
第
二

〇
輯
、
一
九
八
五
年
‘
―
二
五
ー
三
六
頁
。
部
雲
瑞
・
李
文
栄
「
華
北
事
変
」
、
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
—-
0
ー
一
頁
。

(11)

烏
蘭
少
布
前
掲
論
文
、
ニ
ニ
―
ニ
ー
三
二
頁
。

(12)

烏
蘭
少
布
前
掲
論
文
、
二
四
九
ー
五
四
頁
。

(13)

烏
蘭
少
布
前
掲
論
文
、
二
五
四
ー
六
一
頁
。
慮
明
輝
『
蒙
古
「
自
治
運
動
」
始
末
」
（
中
華
民
国
史
資
料
叢
稿
）
、
中
華
書
局
、
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七
一
ー
四
頁
。

(14)

李
洞
詩
前
掲
書
‘
―
二

0
ー
九
頁
。

(15)

江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
六
七
ー
七

0
頁。

(16)

石
島
紀
之
「
国
民
政
府
の
「
安
内
攘
外
」
政
策
と
そ
の
破
産
」
、
池
田
誠
編
著
「
抗
日
戦
争
と
中
国
民
衆
ー
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
主
主
義
」
、

法
律
文
化
社
、
一
九
八
七
年
、
六
六
ー
九
頁
。

(17)

江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
八
一
ー
九

0
頁。

(18)

部
雲
瑞
・
李
文
栄
前
掲
書
、
一
―
七
ー
三
六
、
ニ
ニ
九
ー
四
四
頁
。
慮
明
輝
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。

(19)

石
島
紀
之
前
掲
論
文
、
六
九
ー
七
一
頁
。
秦
郁
彦
「
日
中
戦
争
史
」
（
増
補
改
訂
版
）
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
年
、
三
六
ー
八
頁
。

(20)

慮
明
耀
前
掲
書
、
七
五
ー
一
―
一
頁
。
烏
蘭
少
布
前
掲
論
文
、
二
六
一

1
七
頁
。

(21)

江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
九
八
頁
。
李
洞
詩
前
掲
書
、
一
四
九
ー
五

0
、
一
六
五
頁
。

(
2
2
)江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
九
七
頁
。
李
爛
桔
前
掲
書
、
一
五
三
ー
四
、
一
六
二
—
三
頁
。

(23)

江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
九
三
頁
。
李
煽
甜
前
掲
書
、
一
九
一
頁
。
木
畑
洋
一
「
世
界
の
岐
路
と
一
五
年
戦
争
」
、
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究

会
編
『
講
座
日
本
歴
史
」
、
第
一

0
巻
（
近
代
四
）
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
一
八
頁
。

(24)

江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
九
六
頁
。

(25)

石
島
紀
之
前
掲
論
文
、
七
ニ
ー
三
頁
。
拙
稿
「
路
線
転
換
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
根
拠
地
構
想
」
（
横
山
英
・
曽
田
三
郎
編
「
中
国
の
近
代

化
と
政
治
的
統
合
」
、
渓
水
社
、
一
九
九
二
年
、
六

O
I
四
頁
）
。

(26)

慮
明
輝
前
掲
書
、
一
―
ニ
ー
九
頁
。
烏
蘭
少
布
前
掲
論
文
、
二
六
七
頁
。

(27)

慮
明
輝
前
掲
書
‘
―
二
四
ー
四
四
頁
。

(28)

礎
真
「
抗
日
戦
争
中
的
博
作
義
」
、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
六
一
ニ
ー
九
四
頁
。
慮
明
耀
前
掲
書
、
一
四
五
ー
五
八
頁
。

(29)

稲
葉
正
夫
「
関
東
軍
の
内
蒙
工
作
」
（
完
）
、
『
国
防
」
、
一
九
六
三
年
七
月
号
、
七
一
頁
。
江
口
圭
一
前
掲
書
②
、
九
九
ー
一

0
0頁。

(30)

上
海
に
お
け
る
救
国
会
か
ら
救
亡
協
会
に
い
た
る
大
衆
的
抗
日
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
民
政
府
時
期
、
転
換
期
の
上
海
に
お
け
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一
九
九

0
年
）
参
照
。
ま
た
、
武
漢
に
お
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別

る
中
国
共
産
党
の
組
織
と
活
動
」
（
『
大
阪
外
国
語
大
学
論
集
」
、
第
一
号
、

稿
「
武
漢
に
お
け
る
抗
日
高
潮
と
中
国
共
産
党
」
（
未
発
表
）
で
論
じ
た
。

(31)

拙
稿
「
中
国
共
産
党
に
お
け
る
抗
日
民
族
統
一
戦
線
理
論
の
確
立
」
、
池
田
誠
編
著
『
抗
日
戦
争
と
中
国
民
衆
ー
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
主

主
義
」
、
九
五
ー
七
頁
。

(32)

江
口
圭
一
前
掲
書
②
‘
I
O
I
-
二
頁
。
李
朋
詩
前
掲
書
、
一
五
八
ー
六
六
頁
。
臼
井
勝
美
『
中
国
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
外
交
」
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
三
年
、
一
―
六
ー
ニ
三
頁
。

(33)

慮
明
輝
前
掲
書
、
一
六
一
ー
ニ
頁
。

(34)

古
屋
哲
夫
「
日
中
戦
争
に
い
た
る
対
中
国
政
策
の
展
開
と
そ
の
構
造
」
、
同
編
「
日
中
戦
争
史
研
究
」
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
一
五
ー

六
頁
。

(35)

李
燭
詩
前
掲
書
、
一
六
八
ー
七
九
頁
。

(36)

李
煽
桔
前
掲
書
、
一
八
四
ー
七
頁
。

(37)

李
朋
桔
前
掲
書
、
二

0
ニ
ー
ニ
八
頁
。

(38)

李
友
仁
・
郭
伝
璽
主
編
「
中
国
国
民
党
簡
史
」
、
櫓
案
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
三
一
頁
。
石
島
紀
之
『
中
国
抗
日
戦
争
史
」
、
青
木
書
店
、

一
九
八
四
年
、
六
〇
ー
ニ
頁
。

(39)

中
共
中
央
党
史
研
究
室
「
中
国
共
産
党
歴
史
」
、
上
巻
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
四
八
ニ
ー
五

0
九
頁
。

(
4
0
)
王
功
安
・
毛
孫
主
編
「
国
共
両
党
関
係
通
史
」
、
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
六

0
四
ー
四
一
頁
。

(41)

慮
明
輝
前
掲
書
、
一
六
三
ー
八
頁
。

(42)

慮
明
輝
前
掲
書
、
一
六
八
ー
ニ
ニ
九
頁
。

(43)

一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
中
国
政
治
の
特
質
を
「
訓
政
国
家
」
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
西
村
成
雄
『
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
民
王
主
義
ー
ニ

0
世
紀
中
国
政
治
史
の
新
た
な
視
界
」
、
（
研
文
出
版
、
一
九
九
一
年
）
の
九
―
|
―
四
四
頁
参
照
。

(44)

李
煽
詩
前
掲
書
、
七
ー
八
、
三
ニ
ー
六
頁
。
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(45)

中
国
「
統
一
」
化
論
争
に
つ
い
て
は
、
野
沢
豊
「
ア
ジ
ア
近
現
代
史
研
究
の
前
進
の
た
め
に
」
（
上
）
（
歴
史
科
学
協
議
会
編
「
歴
史
科
学
大
系
」
、

第
一
三
巻
（
ア
ジ
ア
の
変
革
、
上
）
、
校
倉
書
房
、
一
九
七
八
年
所
収
）
の
二
八
一
ー
五
頁
参
照
。

(46)

中
共
の
区
域
自
治
論
へ
の
転
換
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
の
樹
立
に
つ
い
て
は
、
安
井
三
吉
「
少
数
民
族
と
抗
日
戦
争
」
（
池
田
誠
編
著
『
抗
日

戦
争
と
中
国
民
衆
ー
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
主
主
義
」
所
収
）
、
お
よ
び
、
加
々
美
光
行
「
中
国
の
周
辺
民
族
問
題
と
国
際
政
治
の
変
遷
」

（
小
島
晋
治
編
『
岩
波
講
座
現
代
中
国
」
、
第
四
巻
（
歴
史
と
近
代
化
）
、
一
九
八
九
年
所
収
）
を
参
照
。
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